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写真－1

測定子端面の平面度を
だしておく

図－1

写真－２

写真－３

ＮＮＦ１００００カッターのインサート手順と注意点

４．最初の刃を基準刃とし，隣接溝から順に各刃
を１～３項の作業を繰り返し，仮セットを行って
ください。
・・・・・・写真－３

１．インサートを取り付ける前に，インサート座面に
    異物や油付着等が無い様清掃してください。
    ・・・・・・写真－1
   ※異物が付着したままインサートセットすると
   高速回転中非常に危険です。！

２．インサートをクサビにて落ちない程度に軽く締め，
　　インサートの先端にダイヤルゲージを当ててください。
　　（注意：インサートにダイヤルゲージ測定子を当て
　　る際は，インサートがカケないよう注意）
　　・・・・・・図－1

押す

ダイヤルゲージ

銅測定子

３．調整クサビのネジを回し、基準高さの０．０５
　　ｍｍ手前までインサートをせり出します。
　　・・・・・・写真－２

写真－４ 写真－５

インサートクランプ用クサビ

飛散防止用ネジ
※絶対緩めないで下さい

インサート調整用クサビ

６．最後に調整クサビを締め込み所定の高さに合
　　わせインサート正面振れ調整を行なってください。
　　（刃の正面振れは０．００５ｍｍ以下にセット）

※万一，刃先が出過ぎた場合はクランプクサビ
   を緩めてインサートを下げてから再度せり出し
   振れ調整をしてください。
   本締め後一溝だけクランプクサビを緩めると隣接する
   溝の振れが変わりますので、緩める場合は再度1～６の作業を行なってください。
※クサビを本締めした際は，軽く締めていた状態に比べインサートは０．０１ｍｍ前後
   せり出す現象が起こりますので仮締めの際はそれを考慮し，調整クサビでのせり
   出しを行ってください。

５．軽く締めていたクサビを一度緩め，改めてクサ
　　ビを本締めしインサートを固定してください。
　　締め付けトルクは７．８～８．８Ｎ・ｍ（８０～９０
　　ｋｇｆ・ｃｍ）・・・・・写真－４、５
　　（その際インサートは，下図の様に軽く指で押さえて
　　タイヤを締める様に対角に締め込む）
　　・・・・・・図－２

インサート飛散防止機構付き

※インサート調整用クサビは切
削抵抗等で緩んでも、性能
上問題ありません。　再締め
込み不要！

このクサビは高さ調整用なの
でインサート受け座では有り
ません。
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